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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用情勢の改善が進み、賃金も持ち直しの動

きがみられましたが、こうした好材料が実体経済の押し上げにつながっておらず、設備投資や個人消費は横ば

い圏での動きにとどまっており、また、中国や新興国の経済減速による海外景気の下振れ懸念などもあり、景

気の先行きは依然として不透明な状況が続いております。 

当社グループ関連業界におきましては、公共工事は減少が続き、地域経済の景況感を悪化させる要因となっ

ており、また、人手不足等による工事の着工時期や進捗の遅れなどの懸念材料も依然として残っているなど、

停滞感を強めながら厳しい状況で推移しております。 

このような状況のもとで、当社は自社製品の拡販、新規販売先の開拓や休眠客の掘り起こしなどの営業活動

を展開するとともに、産業資材、鉄構資材、電設資材においてユーザーのニーズを的確にとらえ、付加価値の

高い製品の開発と商品調達機能をさらに強化し、連結子会社との事業拡大を図ってまいりました。 

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は37,831百万円(前年同期比3.0％増)と増収になりました。 

利益面につきましては、売上総利益率は前期の21.3％から0.1ポイント低下し、販売費及び一般管理費では荷

造運搬費などの増加はあったものの、それらのマイナス要因を売上高の増加で補い、営業利益は2,547百万円

(同3.7％増)、経常利益は2,620百万円(同3.3％増)となりました。なお、法人税等合計の減少があり親会社株主

に帰属する四半期純利益は1,701百万円(同8.5％増)と増益になりました。 

 

 当第３四半期連結累計期間におけるセグメントの業績を示すと、次のとおりであります。 

 

＜産業資材＞ 

除染工事や物流倉庫の物件、都市部での再開発事業、高速道路の改修工事などの需要は安定してありました

が、土木関連の工事が減少し、公共工事の依存度の高い地方では入札不調の影響が出ており、加えて人手不足等

による工事の着工時期や進捗の遅れや、秋口以降期待していた首都圏でのオリンピック関連の工事もほとんど動

かず、停滞感を強めていく状況で推移した結果、当セグメントの売上高は22,568百万円(前年同期比0.6％増)、

セグメント利益は1,553百万円(同5.6％減)となりました。 

 

＜鉄構資材＞ 

物流倉庫や商業施設などの大型低層物件、耐震改修工事などは全国的な展開をみせ、鉄骨建築の需要の堅調な

伸びに伴い鉄骨加工業者の工場稼働率も高水準を維持しており、鉄骨部材やアンカーボルト、ハイテンションボ

ルトなどの売上が伸展した結果、当セグメントの売上高は9,134百万円(前年同期比4.7％増)、セグメント利益は

799百万円(同5.0％増)となりました。 

 

＜電設資材＞ 

民間の建築、設備投資に持ち直しの動きがみられ太陽光発電設備や工場・商業施設向けＬＥＤ照明、空調設備

等省エネ関連商材が好調に推移した結果、当セグメントの売上高は6,128百万円(前年同期比10.0％増)となりま

した。利益面につきましては、競合他社との受注競争により売上総利益率は0.1ポイント低下しましたが、販売

費及び一般管理費では前期に退職金制度改定による退職給付費用の増加があったため、セグメント利益は198百

万円(同80.7％増)となりました。 

 

 

（２）財政状態に関する説明 

当第３四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末（35,186百万円）と比較して1,178百万

円減少し、34,007百万円となりました。これは、現金及び預金並びにたな卸資産の減少等を主因として、流動資

産が1,292百万円減少した一方で、拠点展開の整備等による有形固定資産の増加等を主因として、固定資産が113

百万円増加したことによります。 

負債合計は、前連結会計年度末（14,954百万円）と比較して2,178百万円減少し、12,776百万円となりまし

た。これは、電子記録債務の期日前弁済を行ったことによる仕入債務の減少並びに未払法人税等及び賞与引当金

の減少等を主因として、流動負債が2,098百万円減少したこと等によります。 

純資産合計は、前連結会計年度末（20,231百万円）と比較して999百万円増加し、21,231百万円となりまし

た。これは、剰余金の配当582百万円の支払いによる減少があったものの、親会社株主に帰属する四半期純利益

1,701百万円による増加があったこと等によります。 

この結果、自己資本比率は前連結会計年度末（57.4％）比、4.9ポイント改善し62.3％となりました。 
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成28年３月期の業績予想におきましては、平成27年５月８日の「平成27年３月期 決算短信」の発表時に公

表した業績予想から変更はありません。

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 該当事項はありません。

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」と

いう。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計

基準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下

「事業分離等会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子

会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連

結会計年度の費用として計上する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施

される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属す

る四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益

等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を

反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結

財務諸表の組替えを行っております。 

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及

び事業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首

時点から将来にわたって適用しております。

これによる損益に与える影響はありません。

 

 

（４）追加情報 

（株式付与ＥＳＯＰ信託）

①取引の概要 

 当社は、平成25年８月13日開催の取締役会において、当社の中長期的な企業価値を高めることを目的

として、従業員インセンティブ・プラン「株式付与ＥＳＯＰ信託」導入を決議しており、平成25年９月

10日付で自己株式125千株について、「三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社（株式付与ＥＳＯＰ信託口）」に対

して、第三者割当による自己株式の処分を実施しております。

②信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する会計処理 

 「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第30

号  平成27年3月26日）第20項を適用し、従来採用していた方法を継続しております。

③信託が保有する自社の株式に関する事項 

 信託が保有する当社株式の信託における帳簿価額は、前連結会計年度36,428千円、当第３四半期連結

会計期間27,552千円で、株主資本において自己株式として計上しております。また、当該株式の期末株

式数は、前連結会計年度82千株、当第３四半期連結会計期間62千株、期中平均株式数は、前第３四半期

連結累計期間105千株、当第３四半期連結累計期間80千株であり、１株当たり情報の算出上、控除する自

己株式に含めております。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 7,626,480 6,103,205 

受取手形及び売掛金 12,683,855 13,334,149 

電子記録債権 508,914 668,095 

商品及び製品 3,403,052 2,859,876 

仕掛品 174,223 185,734 

原材料及び貯蔵品 338,351 339,636 

その他 654,522 602,603 

貸倒引当金 △13,103 △9,125 

流動資産合計 25,376,299 24,084,176 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 2,184,125 2,248,572 

土地 5,847,891 5,965,591 

その他（純額） 911,157 924,063 

有形固定資産合計 8,943,173 9,138,227 

無形固定資産    

その他 60,795 55,298 

無形固定資産合計 60,795 55,298 

投資その他の資産    

その他 871,142 802,948 

貸倒引当金 △65,284 △73,136 

投資その他の資産合計 805,858 729,812 

固定資産合計 9,809,826 9,923,337 

資産合計 35,186,125 34,007,513 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 4,567,387 3,014,912 

電子記録債務 4,199,422 6,280,557 

短期借入金 630,000 500,000 

未払法人税等 588,897 264,961 

賞与引当金 486,537 302,077 

販売促進引当金 － 30,351 

その他 3,055,061 1,036,346 

流動負債合計 13,527,306 11,429,207 

固定負債    

役員退職慰労引当金 44,453 － 

退職給付に係る負債 1,125,032 1,050,454 

その他 257,790 296,342 

固定負債合計 1,427,276 1,346,797 

負債合計 14,954,583 12,776,004 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,666,485 2,666,485 

資本剰余金 2,434,555 2,442,272 

利益剰余金 16,321,830 17,440,330 

自己株式 △128,810 △117,560 

株主資本合計 21,294,060 22,431,527 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 288,810 220,405 

繰延ヘッジ損益 3,248 △12,078 

土地再評価差額金 △1,520,229 △1,520,229 

為替換算調整勘定 50,103 12,083 

退職給付に係る調整累計額 92,242 66,714 

その他の包括利益累計額合計 △1,085,824 △1,233,104 

新株予約権 23,306 33,086 

非支配株主持分 0 0 

純資産合計 20,231,542 21,231,509 

負債純資産合計 35,186,125 34,007,513 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

売上高 36,734,633 37,831,696 

売上原価 28,894,763 29,805,968 

売上総利益 7,839,870 8,025,727 

販売費及び一般管理費 5,384,270 5,478,657 

営業利益 2,455,600 2,547,069 

営業外収益    

受取利息 9,184 1,800 

受取配当金 8,189 2,701 

仕入割引 94,544 107,057 

雑収入 23,882 20,557 

営業外収益合計 135,800 132,117 

営業外費用    

売上割引 45,484 41,777 

支払利息 1,397 1,274 

雑損失 7,104 15,216 

営業外費用合計 53,986 58,267 

経常利益 2,537,414 2,620,918 

特別利益    

固定資産売却益 1,720 4,524 

投資有価証券売却益 － 846 

負ののれん発生益 809 － 

特別利益合計 2,529 5,370 

特別損失    

固定資産売却損 1,661 － 

固定資産除却損 593 844 

特別損失合計 2,255 844 

税金等調整前四半期純利益 2,537,688 2,625,444 

法人税、住民税及び事業税 795,982 802,166 

法人税等調整額 173,048 122,036 

法人税等合計 969,030 924,202 

四半期純利益 1,568,657 1,701,242 

非支配株主に帰属する四半期純利益 0 0 

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,568,657 1,701,242 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

四半期純利益 1,568,657 1,701,242 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △122,084 △68,404 

繰延ヘッジ損益 19,009 △15,326 

為替換算調整勘定 47,503 △38,021 

退職給付に係る調整額 △13,708 △25,528 

その他の包括利益合計 △69,279 △147,280 

四半期包括利益 1,499,377 1,553,962 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,499,377 1,553,962 

非支配株主に係る四半期包括利益 0 △0 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間（自  平成26年４月１日  至  平成26年12月31日）

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 調整額 

(注1) 

四半期連結 

損益計算書 

計上額(注2)   産業資材 鉄構資材 電設資材 計 

売上高            

(1)外部顧客への売上高 22,432,371 8,728,528 5,573,733 36,734,633 － 36,734,633 

(2)セグメント間の内部売上高

又は振替高 
228,134 69,130 34,719 331,985 △331,985 － 

計 22,660,506 8,797,659 5,608,453 37,066,618 △331,985 36,734,633 

セグメント利益又は損失(△) 1,646,721 761,727 110,078 2,518,527 △62,927 2,455,600 

(注)１  セグメント利益又は損失(△)の調整額△62,927千円には、のれんの償却額△72,956千円が含まれてお

ります。

２  セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

 

Ⅱ  当第３四半期連結累計期間（自  平成27年４月１日  至  平成27年12月31日）

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 

四半期連結 

損益計算書 

計上額(注)   産業資材 鉄構資材 電設資材 計 

売上高            

(1)外部顧客への売上高 22,568,720 9,134,429 6,128,545 37,831,696 － 37,831,696 

(2)セグメント間の内部売上高

又は振替高 
299,742 71,004 47,981 418,728 △418,728 － 

計 22,868,463 9,205,434 6,176,527 38,250,424 △418,728 37,831,696 

セグメント利益又は損失(△) 1,553,932 799,954 198,947 2,552,835 △5,765 2,547,069 

(注)  セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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